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今次調査に係る進捗状況について 

 

本委員会では、2021 年当時、名古屋支店に所属していた日本政策金融公庫（略称：日本公庫）の元職員が、

令和８年 7 月 23 日（木）に、担当する取引先から、融資において便宜を図った見返りとして腕時計の供与を

受けたという収賄の容疑で愛知県警に逮捕されたことを受け、今次事案及び類似事案やコンプライアンス体制

の検証による課題の把握等の調査を行ってきました。 

委員会設立以降、以下の調査を進めるとともに、５回の委員会を開催していますが、収賄事件の公判が未だ

開かれていないことから、再発防止策の提言を含めた調査報告書の作成にはしばらく時間を要する見通しであ

るため、現在の調査に係る進捗状況について、中間報告としてご報告します。 

 

１ 調査の実施状況 

（１）職員アンケートの実施 

今次事案及び類似事案の情報収集及び職員の倫理意識を調査するため、全職員を対象としたアンケー

ト調査を実施済みで、アンケート結果の検討、分析等を進めています。 

なお、類似事案については、調査を継続しております。 

（２）元職員の担当案件の精査や関係者ヒアリング、貸付案件に係る統計分析による体制面に係る課題の把握 

調査の結果、現時点で、コンプライアンス意識の再徹底、職員の状況に係る把握の強化及び融資対応

における複数対応の強化が主な課題であると把握しました。これ以外の課題の解明も含め、今後、公判

等により確認された事実を踏まえて更なる検討を行ってまいります。 

 

２ 日本公庫において既に着手している再発防止策 

調査の過程で把握した上記の課題は、適宜、日本公庫にフィードバックしており、日本公庫において、既

に以下の再発防止策に取り組んでいることを確認しています。 

（１）研修等によるコンプライアンス意識の再徹底 

（２）面接等を活用した職員の状況の把握の強化 

（３）融資手続きにおける管理職の適切な関与の徹底 

本委員会では、引き続き日本公庫から独立した立場で調査を進め、課題等の把握や今後の再発防止策の検討

を行い、公判の状況等を踏まえ、調査報告書を作成してまいります。 

以 上 


